
図４－２　Ａ蓄圧タンク窒素供給系統からの僅かな窒素漏れ

【漏えい状況】
試験圧力 約４．６MPaが、
３時間30分で０．１％
（０．００５MPa）低下

漏えい検査状況

　【蓄圧タンクの仕様】
寸法　：高さ 約７m×　直径 約３m

容量　：約４０ｍ
3
　（最大）　、約２９ｍ

3
　（運転中のほう酸水量）

圧力　：約４．４～４．５MPa（運転中）
材質　：炭素鋼（ステンレス内張）
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漏えい発生時の状況
漏えい箇所

発泡液を塗布し、漏えいの有無を確
認したところ、発泡が確認された。
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【エルボ仕様】
　材質：ステンレス
【配管仕様】
　材質：ステンレス
　口径：約３cm
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対　　策

○当該箇所については新品の配管に取替えを行い、また、溶接形状については突合
せ溶接に変更した。

○当該箇所を除くＡ～Ｃ蓄圧タンクにつながる第１弁までの窒素供給配管溶接部につ
いて浸透探傷検査を実施し、問題がないことを確認した。また、供用期間中検査とし
ての漏えい検査を実施し、問題がないことを確認した。

突合せ溶接




